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近年、 運動をする児童 ・ 生徒と しない児童 ・ 生従の2極化が進み、 学校の体育の授業以外では 「ほとんど」・ 「全く」 運
動しない児童 ・ 生徒が多 く いることが明らかにされている。 現在の子どもたちには、 より限られた場所 ・ 時間で効率よく
「運動」 ・ 「生活活動」 を行う ことが求められており、 その点で柔軟性を高める運動は他の運動より場所や時間を選ばず手
軽に行えるという利点がある。 本研究では、 小 ・ 中学校のスポーツテストの記録において長座体前屈の記録と立ち幅跳び
の記録の相関関係について検討 ・ 考察を行った。 その結果、 長座体前屈と立ち幅跳びの記録には、 小学生では男女と も
0.4以上、 中学生では男女とも0.67以上という相関係数がみられた。 そこで、 長座体前屈の記録がどの程度あれば、 立ち幅
跳びでどの程度の記録が得られるのかについて推測値を得て、 さらにそこから、 実際の授業でも使える、 走り幅跳びの目
標値を算出 (ノモグラムの作成) することができた。 
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1 . 目的
近年、児童 ・ 生徒の生活環境や生活習慣の変化により、
児童 ・ 生徒の運動習慣に変化が生じ、 運動をする児童 ・ 
生徒と しない児童 ・ 生徒の2 極化が進んでおり、 学校の
体育の授業以外では 「ほとんど」 ・ 「全く」 運動しない児
童 ・ 生徒が多 くいることが明らかにされている(文部科
学省 : 『平成25年度 全国 ・ 運動能力、 運動習慣等調査
報告書』)。 そこで現在の子どもたちには、 より限られた
場所 ・ 時間で効率よく安全に 「運動」 ・ 「生活活動」 を行
う こ とが求められており、 その点で柔軟性を高める運動
は他の運動より場所や時間を選ばず安全かつ手軽に行え
るという利点がある。
著者らは以前に、 『児童期の長座体前屈と反復横跳び、
50m 走の関係について』 において、 身体の柔軟性と反
復横跳びおよび50m 走のパフォーマ ンスに相関関係が
あることを明らかにした(伊藤 ・ 森田, 2015)。 その中
で、 児童がより明確な目標をもって運動できるよう に、
どの程度の柔軟性があればどの程度の記録 (50m 走 ) 
が期待できるのかノモグラムを作成した。
本研究は、 前回の研究を路まえた一連の流れに位置づ
いている (図 1 .)。 「長座体前屈」 と 「立ち幅跳び」 の
記録の相関関係について考察をおこない、「長座体前屈」
の記録から類推される 「立ち幅跳び」 の記録と、 前研究
で得られた 「長座体前屈」 と 「50m 走」 の関係式を基
に, 「長座体前屈」 の記録から期待できる 「走り幅跳び」
の記録を得られるノ モグラムを作成するこ とを目的と し
た。 これを授業等で用いることで、 児童 ・ 生徒がより明
確な目標をもって、 効果的に体力を伸ばすよう にできる
こ と をねらいと しているc 
2 . 方法
本研究では、 小 ・ 中学校等のスポーツテストのデータ
を活用する。 スポーツテストでは、 次のよう な項目が計
測されており、 小学5 年生 (10-11歳児童) ・ 中学2 年
生 (13-14歳生徒) では、 全国の悉皆調査となっている。 
そして、 その結果は毎年文部科学省 (現在はスポーツ庁) 
から 「全国体力 ・ 運動能力、 運動習慣等調査報告書」 と
して纏められている。
スポーツテストで測定するのは、 ①長座体前屈 ・ ②反
復横跳び ・ ③50m 走 ・ ④立ち幅跳び ・ ⑤上体おこ し ・ 
⑥20m シャト ルラ ン(中学校では20m シャトルラ ンか
持久走の選択) ・ ⑦ソフト ボール投げ(中学校ではハン
ドボール投げ) ・ ⑧握力の8 項日である。 これらの項日
により児童の運動能力 ・ 運動習慣が経年的に調査されて
いる。 本研究では、 より下半身の柔軟性(建や筋) の影
響が記録と して現れやすい ①長座体前屈の記録と、 ④
立ち幅跳びの相関関係について明らかにする。 そして、
長座体前屈の記録から立ち幅跳びの推測値を見出し、 前
の研究で明らかにした ③50m 走の記録と合わせて、
走り幅跳びの目標値を算出する。
なお、 近年、 「月建コ ンプライ アンス」 という観点から
運動のパフォーマンスを指摘する研究が行なわれているc 
月建コンプライアンスが高い方が、 垂直跳びや短距離走の
記録が良い、 とするものである(福永, 2010)。 本研究
においては、 主に、 「月建」 や 「筋」 の柔軟性を測ってい
る 「長座体前屈」 とその他の運動項目との関係に着目し
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ているが、 本研究では、児童 ・ 生徒一人ひ
や 「筋」 の状態を超音波画像診断などはで
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とりの
きない
簡便かつ大規模に調査されている 「長座体前屈」
「月建」
ので、
の測定
結果を使用している。 もっとも、 その測定結果が 「月建 コ
ンプライ ア ンス」 を直ちに反映しているものではない
(長座体前屈では主にハムスト リ ングと腰部の柔軟性を
みている)。 
・検討1
長座体前屈と立ち幅跳びの記録に相関関係が見られる
のかどうかについて検討を行った。 調査1 では、 一つの
学校について、 調査2 では、 より正確なデータを得る
めに、全国のデータを用いて相関関係の検討を行つ
0調査1
大阪府下の A 
男女別に、 スポ
記録から散布図
線を追加し、R 
ることで、 相関
市 a小学校の児童 ( 6 年生) にっ
ーツテス トの長座体前屈と立ち幅跳
た
た
(、
、?
?
を作成した。 さらにその散布図に近似直
2値を求め、 ピアソ ンの相関係数を求め
係を検討した。 
O調査2 
調査 1 では、A 市の 1 校から得られたデータで、 長座
体前屈とその他の運動項目に相関関係を調査したが、 よ
り一層、研究の妥当性を増すために、 全国の小学5 年生 ・ 
中学 2 年生を対象にした、文部科学省: 「平成26年度
全国体力 ・ 運動能力、 運動習慣等調査報告書」 の都道府
県別平均データから、 調査1 と同じ手法によ り散布図を
作成、R 2値を求め、 相関係数を求めた c 
・検討2
さらに、 児童が目標設定をしやすいよう、 検討1 で得ら
れた結果に基づき、 長座体前屈の記録から立ち幅跳びの
推測値を推測し、 前回の研究で示された長座体前屈と50 
m 走の相関関係から、 走り幅跳びの日標値を算出する
ためのノ モグラムを作成するこ と を試み
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長座体前屈と50m 走の記
録の関連について男女別に調査した散布図を以下に示す
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r - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ,, 
l 
図 1 , スポーツテス トを活用して目標値を設定する研究の流れ
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スポーツテストの記録を走り幅跳びの学習に生かすための一考察
(図 2 .~ 図 3 .)。 これらの結果は、 大阪府下のA市 a小
学校6年生 (男子 : n = 60、女子: n = 56) のものであ
る (H27年 6 月測定)。 
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図 2 . a小学校 小学6 年男子 長座体前屈と立ち幅跳
びの記録の散布図と相関 ( n = 60) 
図 2 . の結果から、6 年生男子児童では、 長座体前屈
の記録と立ち幅跳びの記録では、 相関係数はr = 0.2042 
であった (無相関検定では有意ではなかった)。 
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図 3 . a小学校 小学6 年女子 長座体前屈と立ち幅跳
びの記録の散布図と相関 ( n = 56) 
図 3 . の結果から、6 年生女子児童では、 長座体前屈
の記録と立ち幅跳びの記録では、 相関係数はr = 0.1808 
であった (無相関検定では有意ではなかった)。 
O調査2 
調査 1 は小規模な調査であるため、 より一層、 研究の
妥当性を増すために、 文部科学省: 「平成26年度 全国
体力 ・ 運動能力、 運動習慣等調査報告書」 の都道府県別
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平均データから、 調査1 と同じ手法によ り散布図を作成、
R 2値を求め、 相関係数を求めた。 以下にその結果を示
す (図 4 .~ 図 7 .)。 なお、 このデータは、 先にも述べた
とおり、 全国の小学5 年生 (10-11歳児童 男子: n = 
550,573 ・ 女子: n= 526,222) と中学2 年生 (13-14歳
男子 : n= 513,440・ 女子: n= 486,975) の悉皆調査であ
る。 大規模な調査であれば、 生まれ月の影響も受けにく
いものと判断した (小学 5 年男女 : 図 4 .、 図5 .、 中学
2 年男女 : 図 6 .、 図7 .)。
小学 5 年生では、 相関係数が男女共に0.4以上、 中学
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図 5 . 小学 5 年女子 長座体前屈と立ち幅跳びの記録の
散布図と相関
(文部科学省 : 『平成26年度全国体力 ・ 運動能力、 運動習慣等
調査』 より作成) 
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図 6 . 中学 2 年男子 長座体前屈と立ち幅跳びの記録の
散布図と相関
(文部科学省 : 『平成26年度全国体力 ・ 運動能力、 運動習慣等
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図 7 . 中学 2 年女子 長座体前屈と立ち幅跳びの記録の
散布図と相関
(文部科学省 : 『平成26年度全国体力 ・ 運動能力、 運動習慣等
調査』 より作成) 
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生では0.7以上という高い値になっている。 調査1 より
も相関係数が大きく、 長座体前屈と立ち幅跳びの記録に
は、 相関関係があると考えられる。
中学生の相関係数が高い値であることから、 平成25年
度の 『全国 ・ 運動能力、 運動習慣等調査報告書』 を基に
同様の調査を行ったところ、 小学男子r = 0.4329、 小学
女子r= 0.5047、中学男子r= 0.6844、中学女子r= 0.6779、
という同様の傾向を示す結果を得た。 小学生よりも中学
生の方が高い相関係数を示しており、 原因ははっきり し
ないが、 成長期には様々な身体の特性や 「コツ」 のよ
、 ?
な因子が相俟つて記録を伸ばしていることが推察される。 
・検討2 
検討 1 の調査 2 で長座体前屈と立ち幅跳びの記録の間
に相関関係がみられたので、 前回の研究で示された, 長
座体前屈と50m 走の間の相関関係と併せて、 長座体前
屈の記録から、 走り幅跳びの目標値を算出することがで
きた。 考察4-2. に詳しく記述する。 
4 . 考察
4-1 . 長座体前屈と立ち幅跳びの記録の相関関係について
図 1 .~ 図 2 . (調査 1 ) の調査結果はデータが少なく、
長座体前屈の記録も立ち幅跳びの記録も、 良い記録を持
つ数名の児童の結果に大きく結果が左右されていること
が考えられる。 なお、 人数が少ないデータでは、 児童の
年齢 (生まれ月) の影響も受けやすいものと考えられる。
しかし、 調査1 に対して、 調査2 で行った、 全国の小
学5年生 (男子 : n = 550,573 ・ 女子: 526,222) , 中学2 
年生 (男子 : n= 513,440・ 女子: n= 486,975) では, はっ
きり と した相関関係が表れている(小学生 r> 0.4、 中学
生 r> 0.67 :
これらの
平成25年度の結果を加味)。 
ことから、 長座体前屈と立ち幅跳びの記録に
相関関係が認められるといえる。 なお、 小学生より も中
学生の方が高い相関係数を示している原因ははっきりせ
ず、成長期における運動生理学や 「コツ(技能ポイ ント)」
の修得といった観点からの考察が必要であると思われる。
運動生理学の面から言えば、
①児童期お よ び生徒期には各種運動器官が統合さ れ、
運動に適した体はより一層、 運動に適した体に深化
していく。
②筋が柔らかいと、 そうでない場合に比べ、 体を動か
す時に弾力性が有利に働く。 また、 同じ動きをする
時のエネルギー消費が少なく て済むことで、 効率よ
く 他の必要な部分にエネルギーを尸由けられる。 この
ことは、 体が大き く なるほど顕著に現れる。
③長座体前屈と立ち幅跳びの記録が、 相関関係だけで
なく因果関係でもあるとすれば、 柔軟性は、 他の運
動能力の獲得に大き く影響していると考えられる。
その最適期が中学生く らいであると思われる。 
といった仮説が成り立つ。 
4-2. 長座体前屈の記録から推測される走り幅跳びの目
標値について
さらに、 児童が目標設定をしやすいよう、3 . の検討
1 で得られた結果に基づき、 前回の研究で示された, 長
座体前屈と50m走の間の相関と併せて、 長座体前屈の
記録から立ち幅跳びの推測値を求め、 走り幅跳びの日標
値を算出し、 走り幅跳びの目標値を算出するための、 簡
便なノ モグラムを作成することを試みた。 目標を持って
運動することでより一層の運動の効果を期待できるため
である。 ここでは実際に学校の授業などで日標値として
とらえる事ができることを意識している。 児童 ・ 生徒を
取り巻く 環境は個人によって異なり、 ト レーニング方法
も様々であるが、 仮に長座体前屈で 「これく らい」 の記
録を示しているならば、 立ち幅跳びで、 「これく らい」
の記録を日標にできると明示することを意識している。 
長座体前屈の記録と、 立ち幅跳びの記録は相関関係であ
り、 因果関係ではないが、 意識性の原則から、 数値目標
にある根拠ある目安を設けるこ とには意味があると考え
ている。 また、 本研究では、 柔軟性と他の運動種日の関
係から考察を進めているため、 筋力の影響は考えられて
いない点には注意が必要である。
まず、 小学5 年生については以下のよう に考えること
ができる。 
・ 小学 5 年生男子 ( 高学年) 
図 4 . より, A= (長座体前屈の記録) , B= (立ち幅跳
びの推測値) とすると、B= 1.053 X A十117.4………①
ところで, 平成26年度の研究(伊藤 ・ 森田, 2015) より
c = (50m走の推測値) とすると、C= -0.039 XA十
10.7………………………………………………………②
である。
さて, 一般に
(走り幅跳びの目標値) = { (立ち幅跳びの記録) X1 5} - 
{ (50m走の記録) X25} 十280 …………………………③
といわれる。
よって, ③式に, ①式および②式を代入すると,
D= (走り幅跳びの目標値) と して、D= (B X 1 5) - (C 
X25) 十280………………………………………………④
となる。
よって, ④式をまとめると,
D (走り幅跳びの日標値) = { (1.053XA十117.4) X15}- 
{ ( -0.039 XA十10.7) X25} 十280
= (1.58XA十176.1) - ( 0.975 XA十267.5)十280 
= 1.58 XA十176.1 十0.975 XA-267.5十280 
= (1.58十0.975) XA十176.1 267.5十280
= 2.555 X A (長座体前屈の記録) 十188.6 ……………⑤
となる。
平成27年度, 小学校 5 年生男子の長座体前屈の全国平
均は32.87cm であるので, ⑤式に代入すると,
2.555X32.87十188.6= 272.58 (cm) となる。
平成27年度, 小学校 5 年生男子の50m 走の全国平均
は9.38秒, 立ち幅跳びの平均は151.71cm であるので, 
④式にダイ レク トに代入すると,
151.71 X15 9.38 X25 十280= 273.065 (cm) 
とな
筋力の
り, 
スポーツテストの記録を走り幅跳びの学習に生かすための一考察
かなり妥当性のある数値日標となる。 但し, 
影響を考慮していないこ と に注意が必要であるc 
同様に、 図5 .より導く と、
小学 5 年生女子 (走り幅跳びの目標値)
= 3.09X (長座体前屈の記録) 十142.149 
ところで、 平成27年度、 中学2 年生の50m の記録は、
男子 (50m走の記録) = -0.0355 x (長座体前屈の記録) 
十9.551 (R2= 0.4974, r= 0.7053)
女子 (50m走の記録) = 0.0408 x (長座体前屈の記録) 
十10.709 (R2= 0.3654, r= 0.6045) 
である。 よって 
中学 2 年生男子 (走り幅跳びの目標値)
= 3.0205X (長座体前屈の記録) 十241.025 
・ 中学2 年生女子 (走り幅跳びの目標値)
= 3.0938X (長座体前屈の記録) 十169.01 
と考えることができる。 
これら上記の算出式 (ノモグラム) により、 児童 ・ 生
徒にとっての日安ができたと考える。 このよう に他の運
動と関連のある目標をはっきり させるこ とで、 場所や時??にあまり とらわれず、 比較的取り組みやすいスト レツ
などの柔軟運動にも一層、 意識性の原則を取り入れ
運動が可能になる と考えられる。 
5 . まとめ
本研究では、児童 ・ 生徒の長座体前屈の記録と、
た
立ち
幅跳びの記録に相関関係があることが示された。 特に、
理由は明らかにできなかったものの、 小学生より も中学
生において相関係数が高く、r> 0.67 となることが分かっ
た。 もちろん、 本研究で明らかになったのは相関関係で
あり、 因果関係ではない。 しかし、 長座体前屈で測られ
る柔軟性は児童 ・ 生徒の運動パフォーマンスに何らかの
影響をおよぼしている可能性は大きいと考えられる。
さらに、 長座体前屈の記録から立ち幅跳び・ 走り幅跳
びのノモグラムを授業等でも生かせるよう に作成したこ
とにより、 児童 ・ 生徒を対象と した目標値を明らかにす
ることができた。 このことにより、 効果的で限られた場
所でも安全に行える、 スト レッチなどの柔軟運動にも、
より一層意識性の原則を取り入れた運動が可能になり、
様々な運動の目標設定がしやすく なる (心がけやすく な
る) ものと考えられる。 
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